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1 緒  言
 ア ミロー スが その らせ ん内部 に疎 水性物質 を取 り込
み,包 接化 合物 を作 る ことは占 くか ら知 られ てい る。
しか し,そ の包接 機構iおよび ア ミロースその ものの溶
液物 性 につ いて はその溶液 が不安 定 なため.ま だ不明
な点が多 い。
 謝名堂 ら1》によれ ば,ア ミロース は4M尿 素存 在下
で,炭 化水 素鎖 を持 つ ドデ シル硫酸 ナ トリウム(SDS)
と安定 な可 溶性複 合体 を形成 す る。 この複合物 の会合
定 数 は比較 的大 き く,0.1～0.SooSDSの 存 在下 で電気
泳動 を行 うと,明 瞭 なバ ン ドを示 した。 分 子量4,000
の短鎖 ア ミロースにつ いて の測定2)に よれば,pHg.4
にお け るSDSと の結 合定数(K)は5×10-3M(25℃)
で,最 大結 合 サ イ ト数 は1で あ り,更 にそ の包 接化が
エ ンタル ピー駆動 の過程 で ある ことが示 唆 された。 し
か し,pH12に おけ る高 分子 ア ミロース(M.W.16,000
以上)と オクチル基 との相 互作用 は疎水結 合性 の もの
で あ ると考 え られて い る3)。
 このよ うに ア ミロース の 溶 液 中 に お け るconfor-
mationや 疎水性物 質 との相互 作用 は,ア ミロー スの分
子量 および溶媒 の種類やpHに 大 き く依 存 す ると考 え
られ る。 そ こで本実験 で は.中 性領域 にお け る疎水性
物質 の包接化 に伴 うア ミロースのconformation変 化 に
注 目 し,分 配 係数(K)の 微小 な 変 化 に 敏感 なDif・
ferential frontal gel chromatographyを 用 いで,相 互
作用 の機構 につ いて 調べ るこ とを 目的 と した。
もに沈殿す る。 しか し.尿 素 は水 の構 造変化 を通 じて
疎水性物質 の包接化 を妨 げ る ことが 知 られ て いる。従
って.溶 媒 としてi/5Mリ ン酸緩 衝液(pH7。0)を,ま
た試料 として は水 溶液中 で比 較 的安 定で扱 いやす い短
鎖 ア ミロース(Amylose EX-1, DP 17,林 原)を 用
い るこ とに した。
 短鎖 ア ミロースは加熱 によ り容 易 に溶解 す るので,
直接緩衝液 に加熱溶解 し,試 料溶 液 とした 。
 使 用 したSDSと 他 の試薬 はすべて 特 級 試 薬 を用 い
た。
2. Differential frontal gel chromatography(DFC)
  4),5),6)7)
 i)原 理
 A,Bの2成 分 を含む相互 反応 のゲル炉 過 によって
得 られ るFrontal pattern(ヒ タイ形 溶 出パ ター ン)か
ら,ど のよ うな情 報が得 られ るか につ いて 簡単 な説 明
を加 えてお きたい。今,溶 出パ タ ー ンが 平 坦 な 部 分
(plateau region)を 与え るの に 充分 な量 の(A+B)
混合液 を カラムに加えた場合 につ いて考 えてみ る。た
だ し.KAくKBと す る(Kは 分 配係数)。 この場合.β
の先 行界面 を境 に してdはBが 存在 しな い αゾー ンと,
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図1 Differential frontal gel chromatographyによ る





























I (a) 0.41 
l， ， ，¥ 
の (b) • Amylose . 0.4 
D 。 ，"'.fi".-・-・可 。
p+2 
























KAaおよび KASはそれぞれ KA"'=e-πI<rAa)2， KAP = 
eπI(r AP)2と書けるから，この 2つの式から γAfJ/rAaに
ついて解けば
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されている。また溶質濃度依存性を調べるため， SDS 
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._ ~ K<:-KAfI cαjCA(Jー ÷三一&&.'1 一一村)
.'1 1'"'.'1' - Ks-KAa 
となり，ゆえに
KAfI=Ks-CAajCAfI(Ks-KAa) 一一(1)
式(1)が尊かれる。
ヲ・'ヲ・ ーヂ志、ー、ー」[口r口ん々恥αa: ア…ミ何~一ロト…一→一ス
即…:泊釦町叩一特納町在肝…下
Ks:アミロ一ス存存.在下のSDSの分配係数
